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論文 調査委員 教 授 西 村 敏 雄 教 授 早 石 修 教 授 深 瀬 政 市
論 文 内 容 の 要 旨
生体内における高エネルギ- 燐酸基の主たる産生機転である酸化的燐酸化反応におよぽす内分泌諸臓器
の副除ならびにホルモン製剤負荷の影響を妊 ･非妊白蝋の肝臓, 腎臓, 骨格筋において検索した.
脳下垂体の副除により, 妊娠時の肝臓, 腎臓, 骨格筋のP/0 比は著変を示さないが, 非妊時では肝臓,
腎臓および骨格筋においてP/0 比は上昇する｡
脳下垂体別除後, 脳下垂体前葉粗抽出液を投与すると, 妊娠動物各臓器組織においてP/0 比は著変を示
さず, 非妊動物においては各臓器組織ともにP/0 比は低下を示す｡
甲状腺の易rJ除により, 肝臓, 腎臓, 骨格筋におけるP/0 比は, 妊 ･非妊をとわず低下し, 甲状腺 削 除
級, チラジンSを投与すると P/0比は上昇して削除前値近くになる0
両側副腎の別除により, 肝臓, 腎臓, 骨格筋における P/0比は, 妊 ･非妊をとわず上昇し, 両側副腎
削除後, ア ドレナリンを投与するとP/0 比は, 肝臓および骨格筋においては妊 ･非妊をとわず低下し, 腎
臓においては妊 ･非妊とも上昇する｡
両側副腎別除後, 副腎皮質粗抽出液を投与するとP/0 比は妊 ･非妊をとわず, 肝臓, 腎臓, 骨格筋にお
いて低下し易リ除前借に近づく｡
両側副腎易り除後,desoxycorticosteroneを投与すると, 非妊動物肝を除いて総ての場合にP/0 比 は上
昇する｡
両側卵巣Brl除後, ならびに易り除後オバホルモン･ベンツアー トあるいはプロル トンを投与した場合, 症
･非妊をとわずP/0 比は肝臓, 腎臓, 骨格筋において著変を示さない｡
アロキサン投与により勝臓 β細胞機能を低下せしめると, 非妊動物においては肝臓, 腎臓, 骨 格 筋 の
P/0 比は低下するが, 妊娠動物においては肝臓, 腎臓, 骨格筋ともP/0 比は著変を示さない｡
アロキサン投与後, インシュリンを投与すると, 非妊動物の肝臓, 腎臓, 骨格筋における P/0比は上
昇してアロキサン投与前値近 くになるが, 妊娠動物の P/0 比は著変を示さない｡
妊卵組織を除去すると肝臓, 腎臓, 骨格筋においてP/0 比は低下する｡
以上のことから, 妊 ･非妊動物の肝臓, 腎臓, 骨格筋におけるP/0 比におよぼす内分泌諸臓器易り除の影
響は, 易リ除によって妊 ･非妊とも比 P/0 の変化を示さぬ第 1型 (卵巣型), 勝除によって妊 ･非虹とも
P/0 比が変化する第Ⅱ型 (甲状腺 ･副腎型), 別徐によって非妊動物においてのみP/0 比が変化し, 妊娠
動物においてはP/0 比が変化しない第Ⅱ型 (脳下垂体 ･解職型) の3型に分類できる｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
妊娠時の肝臓, 腎臓, 骨格筋における酸化的燐酸化反応の効率P/0 比におよぼす内分泌臓器の影響を詳
細に検討している｡ すなわち脳下垂体の削除により妊娠時では著変がないが非妊時では肝臓, 腎臓および
骨格筋においてP/0 比は上昇, 削除後下垂体前葉粗柚出液を投与すると妊娠時では著変を示さず, 非妊時
では低下する｡ 甲状腺別陰により妊 ･非柾を問わず各組織においてP/0 比は低下, 別除後甲状腺ホルモン
を投与すると上昇, 削除前値に近ずく｡ 両側副腎別除により, 妊 ･非妊を問わずいずれも上昇, 別除後ア
ドレナリンを投与すると肝臓, 骨格筋においては妊 ･非妊を問わず低下, 腎臓では妊 ･非妊ともに上昇す





低下する｡ 以上を考案し, 妊 ･非妊を問わず甲状腺はP/0 比を高め副腎は逆に低下せしめ妊娠時では特に
妊卵の存在がこれの維持に有意義な役割を演じていると推論した｡
本論文は学問的に有益であって医学博士の学偉論文として価値あるものと認定するO
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